
特殊健診：有機溶剤〔肝機能検査：対象物質〕 
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 現行の有機溶剤中毒予防規則では、肝機能検査は、一部の有機溶剤（12 物質）

に対して必須項目として、またすべての有機溶剤に対して医師判断項目として設

定されています。この肝機能検査について、現在、これまでの知見をもとに厚生

労働省で見直しを行っています。下記表に現行と見直し案 1）を示しました。 

 この見直し案は、現行においても肝機能検査について医師が判断する際の参考

となります。 

1）第 7 回労働安全衛生法における特殊健康診断等に関する検討会（平成 23 年 5 月 27 日）  

資料 1 労働安全衛生法における特殊健康診断の見直しについて 

 

環境･健康 

有機溶剤健康診断での肝機能検査の対象物質 

 現  行 見直し案・特別有機溶剤 

必  須 ｵﾙﾄｰｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｸﾚｿﾞｰﾙ、ｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ、

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、四塩化炭素、1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ、1.2-

ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1.1.2.2-ﾃﾄﾗ

ｸﾛﾛｴﾀﾝ、N.N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴ

ﾁﾚﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

【有機溶剤：見直し案】 

N.N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 

【特別有機溶剤：法令改正（特化則へ）】 

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、四塩化炭素、1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ、1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、

1.1.2.2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ、ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛﾁﾚ

ﾝ、(ｽﾁﾚﾝ) 

医師判断 すべての有機溶剤 【有機溶剤：見直し案】 

（1.2-ｼﾞｸﾛﾙｴﾁﾚﾝ）、ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙ、ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰ

ﾙﾓﾉｴﾁﾙｴｰﾃﾙｱｾﾃｰﾄ、ｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉ-ﾉﾙﾏﾙ-ﾌﾞﾁﾙｴｰﾃﾙ、ｴﾁﾚ

ﾝｸﾞﾘｺｰﾙﾓﾉﾒﾁﾙｴｰﾃﾙ、（ｵﾙﾄｼﾞｸﾛﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ）、（ｸﾚｿﾞｰﾙ）、（ｸ

ﾛﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ）、酢酸ﾉﾙﾏﾙ-ﾍﾟﾝﾃﾙ、ﾃﾄﾗﾋﾄﾞﾛﾌﾗﾝ、1.1.1-ﾄﾘｸ

ﾛﾙｴﾀﾝ、N.N-ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞ 

【特別有機溶剤：法令改正（特化則へ）】 

ｸﾛﾛﾎﾙﾑ、四塩化炭素、1.4-ｼﾞｵｷｻﾝ、1.2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ、 

1.1.2.2-ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾀﾝ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、（ｽﾁﾚﾝ） 

※ 有機溶剤（有機則）の一部が法令の改正により特別有機溶剤（特化則）となっています。（青字） 

※（ ）内物質は、令和 2 年 7 月 1 日の健診項目の改正では必須項目であり、ｽﾁﾚﾝが追加されています。 

   なお、有機則での有機溶剤（N.N ｼﾞﾒﾁﾙﾎﾙﾑｱﾐﾄﾞを除く）の肝機能検査は医師判断項目となっています。 

 


